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シールドに誘起された電流がもう
一方のシールドを通って短絡される。

図２：アースループによる循環電流損
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図１：Ｓ信号の高域劣化（例）ＹＣ分離映像信号の伝送劣化とその改善
そんぴ（studioそんぴ）

高画質ＶＣＲの普及に伴い、ＹＣ分離映像信
号（以下「Ｓ信号」）が利用されるようになっ
てきている。Ｓ信号による伝送は高画質のため
の機能であるが、コンポジット信号（以下「コ
ンポ信号」）に比べて不利な点もある。Ｓ信号
を本当に活かすためにはどのような配慮が必要
であるか、考察してみた。

＊＊太いケーブルが使えない＊＊
一般に、同軸ケーブルは太い方が低損失で伝
送できる。ＲＣＡピンプラグで接続する一般の
コンポ信号では５Ｃ程度の太さのケーブルが容
易に利用できるが、Ｓ信号ケーブルでは、その
端子形状からして３Ｃでも困難である。この点
を根本的に改善しようとするなら、最早既存の
ＤＩＮ４Ｐ端子は諦めてＢＮＣにでもしてしま
うしかない。コンポ信号でも端子自体の性能が
問題にされており、ＢＮＣに変更したら画質が
かなり改善したという報告も非公式ながら受け
ている。
ケーブルが太くできない分は線材の質でカヴ
ァーしようとするなら、最近ではＯＦＣも６Ｎ
から８Ｎといった高品位なものが手に入る。し
かしそれらはかなり高価である。しかもＳ信号
ではケーブルを２本使う。同等の画質で比較し
た時、Ｓ信号を使った方が高価になる可能性も
ある。Ｓ信号を使う以上、コンポでは得られな
い画質を出さないと意味がないのに、むしろ劣
化させてしまう可能性さえある。

＊＊引き延ばしに弱い＊＊
現在、Ｓ信号の最も苦手とするのは「ケーブ
ルの引き延ばし」である。Ｓ信号はコンポ信号
より引き延ばしによる劣化が大きく、折角高価
な線材を使っても引き延ばしてしまったらまた
コンポ以下の画質に成り下がりかねない。劣化
の仕方は両者で異なるので、定量的な比較は困
難であるが、経験的にＳ信号の優位を保てるの
は１ｍまでで３ｍ以上延ばすならコンポを使う、
というのがノウハウとなっている。
Ｓ信号線の延長による劣化は「色の後退」と

「解像度の劣化」が主である（図１）。
Ｓ信号は延長によってかなり低い周波数まで
減衰する事が判る。これは線材の持つ抵抗分に
よる減衰ではない。これに最もよく似た減衰パ
ターンを示すのはオーディオ信号伝送で問題と
なった循環電流損である（図２）。

信号線Ａを信号電流が流れると、シールドに
起電力が発生する。同軸線ではそれをそのまま
帰りの電流として利用するため、同軸線の外か
らみるとそこに電流の存在を感知できない。し
かしアース経路が他にもあると電流は対称化せ
ず同軸効果が得られないばかりか循環電流損を
生じてしまうのである。

＊＊循環電流損対策＊＊
循環電流損は複数本の信号ケーブルを共通ア
ースで接続する事によって起こる。よって根本
的な対策は「アースループを断つ」事である。
平衡伝送を使って単一アースを実現する方法も
あるが、ノイズ等の点からここは同軸ケーブル
を使いたい。しかしオーディオのＬＲと違いＳ
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図３：トランスを使ってアースループを断つ
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（図はアースのみ）
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４－１：完全に独立

４－２：一点のみ共通
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図４：開放アース系の例

４－３：途中共通区間あり
（ループは作らない）

信号は受け側でもひとつの回路にＹ，Ｃが入力
されねばならず、回路全体を分離してアースル
ープを断つ事はできない。
そこで、トランスを導入する。
帯域の狭い色信号は１：１のトランスを介し
て伝送すればアースループを絶つ事ができる。
色信号は搬送波に乗せられて伝送されるため、
トランスは低域特性を要求されず小さいもので
事足りる。（図３）

＊＊コンポでも起きる循環電流損＊＊
信号が２本で１対になるＳ信号の伝送に不平
衡同軸伝送を使うと共通アースによる弊害があ
ると指摘してきたが、この問題はコンポジット
信号にも起こり得る。
ＶＣＲでは入力・出力の端子がある。これが
ＡＶセレクタ等に接続されると入力線路と出力
線路が共通アースとなりループを作る。また、
ＬＤプレーヤ等出力端子しかないものでも、音
声ケーブルによってアースループを作り得る。
これらの場合でも同様にトランスによるアー
スループ遮断が有効となる。ただしコンポ信号
やＳの輝度信号はかなり広帯域なので充分な忠
実伝送にはやや大きなトランスを要する。

＊＊「干渉」の研究を＊＊
複数信号線による高忠実伝送ではチャンネル
間の干渉が問題となる。それも信号が他チャン
ネルに影響するクロストークよりも「複数信号
伝送系である」という構造そのものによる干渉
が深刻であると知った。
複数信号伝送系で構造干渉を絶つには平衡伝
送かトランス結合が必要になるが、どちらも単

一信号の伝送ではむしろ不利な方法である事が
知られている。

現在の所、理想的な伝送系はループのない開
放アース系（図４）のみであるが、２ｃｈが１
匡体に収まったステレオ機器や入・出力を持つ
機器ではこれを完全に実現するのは不可能に近
い。僅かにパワーアンプのＬＲ独立など、入・
出力の末端部において可能なだけである。それ
とて電池や絶縁トランス等を用いて電源系の結
合も絶つ努力を求められる。コントロールアン
プやＡＶセレクタ等では共通アース系にならざ
るを得ず、信号系のトランス結合や平衡伝送を
甘受して循環電流損から逃れるしかない。トラ
ンス結合や平衡伝送が原理的に不利だからとい
って頑なに拒んでもより良い結果には至れない
のである。
真に高忠実伝送を実現するためには、伝送系
の構造から抜本的に見直す必要があるのかも知
れない。


